
6月25日（水）に浜田市上府町地内の地すべり防止区域である「安国寺地

区」の地すべり防止施設や治山施設を点検しました。

この点検は、山地災害に対する地域住民の防災意識の高揚に資するために、

全国で実施された「令和７年度山地災害防止キャンペーン」（期間：５月２

０日～６月３０日）に併せて実施しました。

講師として、しまね森林活動サポートセンターの森林技術サポーター2名

を迎え、西部農林水産振興センター１３名、浜田県土整備事務所５名が、参

加した技術研修を兼ねて実施しました。点検では、コンクリート製土留、ア

ンカー、排水ボーリング暗渠孔、水路等に、ひび割れが発生していないか、

異常な湧水の有無等を目視にて確認を行い、異常は見受けられませんでした。

また、点検を行っている際、施設の近くにお住いの住民の方から、排水

ボーリング暗渠孔から出ている水について、質問を受けました。この排水

ボーリング暗渠孔の機能や効果を説明し、理解していただきました。

今後も、施設の点検等を実施、適切な管理を行い、山地災害を未然に防げ

るよう努めていきたいと考えています。

ＴＯＰＩＣＳ 治山施設の点検を行いました

当日の様子
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